	小学2年
	生活
	時数：２・３/４

	クイズロボットを作ろう

	単元名
	作ってためして


目標 　
· 身近な生活にあるロボットとの関わりに気づく
· ロボットの基本的なしくみを理解する。
· 自分たちの生活における身近なことをロボットで楽しく伝える方法を学ぶ


単元の指導計画（４時間扱い）

	学習活動
	ICT活用における教師の指導・支援

	１
	· 生活の中で身近に関わっているロボットを知る。
· ロボットがプログラミングによって動いていることを理解する。

· ロボットを使ってどんな場所でどんなことを伝えたいか考え、沿った質問や答えをワークシート等に記入しクイズを作る。
	· 生活の中でどんなロボットがあるか、それらは誰のために、どのようなことをするのかについて話し合う。
· ロボットがAI（人工知能）によってコミュニケーションできることを伝える。
（例：Sotaに内蔵されているプログラミングを利用してコミュニケーションを行う）
· ワークシートを配布、記入するように促す

	２
	· 「Sotaとはじめるフローチャート」の基本的な操作方法を学ぶ。
· Sotaにプログラミングさせるクイズの質問や答えをワークシートに具体的に考え、「セリフ」「動き」を決める。
	· ワークシートを使って用語の意味や操作方法、プログラミング思考の基礎を指導する。
· ワークシートをもとに具体的な構成を考えさせる。

	

３
	· ワークシートをもとにフローチャートに入力し、Sotaの動きを確認する。
· 考えた通りにSotaが動いているか、必要に応じて修正していく。
	· Sotaを利用する上での注意事項を説明する。
· エラーなどで困っていないか、各々がSotaを動かせているか等、確認する。

	４
	· 他の児童のSotaを使ってみて感想などを記入する。（良かった点、気づいた点など）
· 今回の授業の感想をワークシートに記入し発表する。
	· 授業を振り返りこれからの社会に向けてロボットをどのように活用すると良いか等も考えるよう促す



１

本時のめあて

Sotaにプログミングを行い、クイズロボットを作ろう。
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	学習活動
	ICT活用における教師の指導・支援

	導入
	1. 本時の学習内容を説明する
· 前時の学習の作成したワークシート等の内容も再確認する。

· ロボットの一つにSotaがあることを知る
	· 前時の学習内容を再確認し、Sotaを使用することを伝える。
· Sotaとタブレットを起動し、きちんと作動するかを確認する。

	展開
	2. 「Sotaとはじめるフローチャート」基本的な操作方法を学ぶ。
· 用語の意味や操作方法、プログラミング的思考の基礎を理解する。

3. Sotaにプログラミングさせるクイズの質問や答えをワークシートに具体的に考え「セリフ」「動き」を決める。
· 何人かの子どもが発表する。

4. ワークシートをもとにフローチャートに入力し、Sotaの動きを確認する。
· ロボットの動きを確認し、必要に応じて修正していく。
	· Sotaを利用する上での注意事項を説明する。
· ワークシートを使って用語の意味や操作方法、プログラミング思考の基礎を指導する。Sotaがスムーズに起動しているか確認する。[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引いたり、このスペースを使って注目ポイントを強調したりしましょう。このテキスト ボックスは、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置できます。

· 考えている児童にはプログラミングを一緒に考え、「セリフ」や「動き」を決めていく。
· 発表することで他の子の考えも共有する。
· フローチャートにうまく入力できない児童にはサポートする。
· ロボットにエラーなどがある場合、修正を共にする。

	ま
[image: ]とめ
	5. 本時におけるまとめと振り返り
· 学習内容を振り返り、感想をワークシート等に記入する。
	· ワークシートを記入し、それぞれの感想を発表する。
· 他の子の感想を知ることで気づきやより深い学びにつなげる。
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１  

小学 2 年  生活  時数： ２・３ / ４  

クイズロボットを作ろう  

単元名  作ってためして  

目標          身近な生活にあるロボットとの関わりに気づく      ロボットの基本的なしくみを理解する。      自分たちの 生活における 身近な こと をロボット で 楽しく伝える方法を学ぶ        

学習活動  ICT 活用における教師の指導・支援  

１     生活の中で身近に関わっている ロボット を知る。      ロボットが プログラミングによって動いて いる ことを 理解する 。        ロボットを使ってどんな場所でどんなこと を伝えたいか考え、沿った質問や答え を ワークシート 等 に記入しクイズを作る。     生活の中でどんな ロボット が あるか、それらは 誰のために 、 どのようなことをするのかについ て話し合う。      ロボットが AI （人工知能）によってコミュニケ ーションできることを伝える。   （例： S ota に内蔵されているプログラミングを利 用してコミュニケーションを行う）      ワークシートを配布、記入するように促す  

２     「 Sota とはじめるフローチャート」の基本 的な操作方法を学ぶ。      Sota にプログラミングさせるクイズの質 問や答えを ワークシートに 具体的に考 え、「セリフ」「動き」を決める。     ワークシートを使って用語の意味や操作 方法、プログラミング思考の基礎を指導す る。      ワークシートをもとに具体的な構成を考え させる。  

    ３     ワークシートを もと にフローチャートに入 力し、 Sota の動きを確認する。      考えた通りに Sota が動いているか、 必 要に応じて修正していく。     Sota を利用する上での注意事項を説明 する。      エラーなどで困っていないか、各々が Sota を動かせているか等、確認する。  

４     他の 児童の Sota を使 ってみて 感想 などを記入する。（良かった点、気づ いた 点 など）      今回の授業の感想をワークシートに 記入し発表する。     授業を振り返りこれからの社会に向けてロ ボットをどのように活用すると良いか等も 考えるよう促す  

